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衛星衝突がチクシュルーブ・クレーターを形成した
A satellite impact created Chicxulub crater
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１．はじめに
ユカタン半島のチクシュルーブ・クレーターを誕生させた小惑星の衝突が恐竜を絶滅させたとする仮説はよく知られ

ている。しかしながら、この仮説で恐竜絶滅を説明するのは無理がある。重力増大説が最も説得的である。そのような
大規模な地球の重力の増大を説明できる出来事は、やはり大規模な天体衝突しかあり得ないにもかかわらず、ユカタン
半島の小惑星では地球の質量の十分な増大は見込めないので、遥かに巨大な規模の天体衝突を想定しなければならない。
実は、そのような地球の重力の大幅な増大をもたらす程の大規模な天体衝突とチクシュルーブ・クレーターが整合的に
説明できるのである。

２．恐竜絶滅の小惑星衝突原因説の問題点
地球に直径 10kmほどの小惑星が衝突したという大規模天体衝突説が恐竜絶滅を説明する仮説としてよく知られてい

る。その大規模天体衝突の結果、ユカタン半島のチクシュルーブ・クレーターが誕生したとされている。しかしながら、
この仮説で恐竜絶滅を説明するのは無理がある。恐竜が絶滅したことを説明するには、生き残った爬虫類が二度と恐竜
に進化しなかったことが説明されなければならないのにもかかわらず、この仮説ではその点は説明不可能だからである。
最も説得的な説は重力増大説である。

３．重力増大説
恐竜の絶滅は、恐竜の最大の特徴がその大きさであることから推察されるように、地球の重力の大幅な増大が原因だ

と考えることが最も説得的である。そのような大規模な地球の重力の増大を説明できる出来事は、やはり大規模な天体
衝突による地球の質量の増大しかあり得ない。しかも、ユカタン半島の小惑星では地球の質量の十分な増大は見込めな
いので、遥かに巨大な規模の天体衝突を想定しなければならない。最も大きな恐竜は 10メートル以上の背丈であったの
に対して、現在のヘビを除く陸上動物の最大サイズはキリンの 5メートルであり、最も大きな恐竜の背丈は現在の最も
大きな陸上動物の 2倍以上である。このような規模の重力増大を伴う大規模な天体衝突は太陽系の惑星どうしの衝突だ
と考えるのが適切だと思われる。

４．チクシュルーブ・クレーターと火星の衛星
火星の衛星はフォボスとデイモスの２つである。それぞれ、直径は 26.8kmと 15kmである。チクシュルーブ・クレー

ターの小惑星の大きさ約 10kmに近い。つまり、チクシュルーブ・クレーターの小惑星は、大きさで見る限り、太陽系の
地球型惑星の衛星の大きさだと考えられる。

５．結　　論
チクシュルーブ・クレーターは、大衝突前の古い地球に、もう一つの惑星の衛星が、本体の惑星の衝突に先立って衝

突したものと考えると合理的な説明が可能である。したがって、チクシュルーブ・クレーターは、古い地球ともう一つ
の惑星による、惑星どうしの大衝突の証拠の一つだと考えることができるのである。
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